

















































































































  ⑥リテラシー（読み書き能力） 
  ⑦学校教育への適応 





















































体力 vitality の測定が行われる仕組みとなっている(注５)。 
  (1)言語がどの程度次の世代に伝承されているか 
  (2)母語話者数 
  (3)コミュニティー全体に占める話者の割合 
  (4)どのような場面で言語が使用されているか 
  (5)伝統的な場面以外で新たに言語が使用されている場
面がどの程度あるか 
  (6)教育に利用されうる言語資料がどの程度あるか 
  (7)国の言語政策(明示的、非明示的態度を問わず) 
  (8)コミュニティー内での言語に対する態度 





















『図説いわて統計白書 2012』によれば、平成 21 年 10 月か
ら一年間の沿岸部から県内各地への人口移動は既に 592 人、
県外への人口移動は 755人であったが、震災をはさんで平成









































































































































































  (a)若い世代の他地域への人口流出（過疎化） 
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